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contents 
◆ 学習者中心の大学教育とe-Learningのこれから 

◆ 新年度に向けて 

  eALPSコース内の各活動の設定の確認をお願いします。 

 

◎2026年度eALPS定期メンテナンススケジュール 

  大学教育は、学習者中心の教育、質の深化が求められる

ようになり、それに伴うe-Learningへの関わりの転換につ

いてご紹介します。 

 裏面では、新年度に向けたeALPSご利用開始の際のお願

いごとや、バルク機能について紹介するほか、eALPSのメ

ンテナンススケジュールをお伝えしています。 
Information 

  大学教育はいま、「何を教えるか」から「どのように学びを支えるか」へと重心を移しつつあります。中

央教育審議会「急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育の在り方について」でも示され

ているように、18歳人口の減少が進む中で、高等教育には量の拡大ではなく質の深化が求められています。

その鍵となるのが、学習者一人ひとりの成長を中心に据える教育への転換です。 

 学習者中心の教育とは、特別な手法を導入することではなく、学生が自ら問いを立て、考え、振り返りな

がら学ぶ過程をどう設計するかという実践的な問いです。本学のように広域分散型キャンパスを有し、地域

社会と密接に関わる大学においては、時間や場所の制約を越えて学びを支える仕組みづくりが不可欠です。

その基盤となるのがICTであり、e-Learningです。 

 これまでe-Learningは、教材配信や課題管理などを通じて授業運営を支えてきました。しかし今後は、学

習の「管理」から学習の「支援」へと発想を転換する必要があります。学習履歴を活用して理解の変化を確

認すること、ポートフォリオを通じて学習過程を言語化すること、生成AIを対話的な思考支援として活用す

ること――これらはすべて、学生の自己調整学習を支える具体的な実践です。重要なのは、技術を導入する

こと自体ではなく、学生の学びをどのように深めるかという視点を持ち続けることです。 

 こうした実践を支える拠点が、e-Learningセンターです。センターはシステムを管理する部署にとどまら

ず、学習支援基盤をともに設計するパートナーでありたいと考えています。授業設計の相談やツール活用の

提案、学習データの活かし方の検討を通じて、教員とともに学びの質を高めていく存在です。また、ICTを通

じて地域住民の学びを支える環境を整備

することも、本学の重要な使命です。地

域に開かれた学習支援基盤を築くこと

は、少子化時代における大学の社会的役

割を具体化する取り組みでもあります。 

 学習者中心の大学教育は、理念だけで

は実現しません。日々の授業の中で、学

生の学びをどう支えるかを問い続けるこ

とから始まります。e-Learningを「運

用する仕組み」ではなく、「ともに育て

る学習基盤」として捉え直すこと。その

一歩一歩の積み重ねが、信州大学のこれ

からの学びを形づくっていくと信じてい

ます。  

学習者中心の大学教育とe-Learningのこれから  

このイラストはChatGPTとGeminiのコラボで作成しました  
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新年度に向けて 

eALPSコース内の各活動の設定の確認をお願いします。 

 
Information 
2026年度eALPS定期メンテナンススケジュール 

 eALPSの定期メンテナンスを月1回実施します。メンテナンス中は、eALPS

をご利用いただけませんので、課題提出等の締め切りにご留意ください。 

※1月以降のメンテナンススケジュールは、改めてご案内します。 

5/ 6(水） 6/7（日） 7/5（日） 9/6（日） 10/ 4（日） 11/ 8（日） 12/6（日） 

いずれも、時間は9:00～12:00 を予定しています。 

最新情報は、公式X 

ACSU、eALPSお知
らせ欄に掲載中 

e-Learningセンター公式X 

 新年度の準備を迎えるこの時期、e-Learningセンターには「eALPSの過年度コースからのコピー」の依

頼が寄せられます。（年度をまたいだコースのコピーは、e-Learningセンターへご連絡ください。） 

 過年度からコピーをしたコースをご利用の際は、各活動の設定を確認してください。各種設定の中には、

学生が活動に取り組み始めると、設定の変更ができないものもあります。ほかにも、利用に関する年月日の

設定の確認漏れに関する問い合わせも多いので、お気をつけください。 

 また、「コピーした内容の確認が済んでいないので、学生への利用はさせたくない」などの場合、バルク

機能を利用すると、複数のトピックや、複数の活動を学生から非表示にする設定の変更を一括で行えます。

操作方法を以下に紹介していますので、是非ご活用ください。 

 

①【編集モード】

の開始 

②クリック 

【複数のトピック・複数の活動を一括で非表示にしたい場合：バルク機能】 

・トピックの複製はできません。 

・「SHINtube動画アップロード」の設定を変 

 更しないでください。動画配信に不具合が生 

 じます。 

・2024年度以前のコースには、「バルク」機 

 能はありません。 

・複数名で編集権限を持つコースでは、他者が 

 担当したものを操作しないよう気を付けてく 

 ださい。 

③非表示にしたいトピック、活動にチェック（複数選択可。

ただし、トピックと活動を混在した選択はできません） 

トピックを選択する場合 

活動を選択する場合 

④【利用】をクリック 

⑤【コースページで秘匿にする】

にチェック⇒【適用】 


